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                                  ＜緑化協議の手続きについて＞ 

Ⅰ 各種申請における留意事項 
 

１ 緑化協議書の提出について 

 

（１） 緑化協議書の提出時期 

 

建築基準法第６条第１項若しくは第６条の２第１項に規定する確認の申請又は同法第 

１８条第２項若しくは第４項の規定による計画の通知をしようとする日の１４日前までに、

緑化協議書を提出してください。また、都市計画法第２９条の許可の申請を行う場合は、

申請をしようとする日の１４日前までに、緑化協議書を提出するようお願いします。 

緑化協議の手順については、Ｐ．５「緑化事業のフローチャート」を参照してください。 

 

（２） 標準処理期間 

 

  標準処理期間は１４日間です。協議書類の修正等により前後する可能性があります。 

変更協議の際も同様です。 

 

（３） 緑化協議書の作成要領 

 

提出方法：オンライン手続かわさき（e-KAWASAKI）による電子申請 

   作成・記載方法等：次ページ以降の各表を参照してください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市トップページ 

↓ 
緑化協議について 

開発事業等の計画に関する事前協議書等、各種書式を掲載して 

おります。ダウンロードして使用してください。 
ホームページの 

ご案内 

20



                         ＜緑化協議の手続きについて＞ 

Ⅰ 各種申請における留意事項 

 

ア 開発事業等の計画に関する事前協議書について 

 

図書名 作成・記載方法等 

開発事業等の計画に関

する事前協議書 

（第１９号様式） 

様式は、ホームページからダウンロードできます。 

１枚（表裏）のものとなります。 

表 

・届出者…事業者の住所、氏名、電話番号を記載してください。

事業者が複数の場合は、行の追加又は空白の部分を利用して、

記載するようお願いします。押印は不要です。 

・代理人…代理人を必要とする場合は、委任状（任意の形式）を

添付してください。押印は不要です。 

・事業名…総合調整条例の標記と合わせてください。 

・事業区域の位置…総合調整条例の標記と合わせてください。 

・事業の種類…あてはまる事業をチェックしてください。 

※それぞれの事業については、Ｐ．１６「Ⅲ 用語の定義と 

解説」を参照してください。 

・事業区域面積…「Ⅲ 用語の定義と解説」を参照して 

ください。 

・建築敷地面積…「Ⅲ 用語の定義と解説」を参照して 

ください。 

・用途地域…事業地の用途地域を記入してください。市街化調整

区域の場合は、「市街化調整区域」と記入してください。 

・工期…予定の工期を記入してください。 

・計画戸数/人口…計画戸数のみ記入してください。 

人口の記入は必要ありません。 

・人口密度…記入の必要はありません。 

・設計者…必ず記入してください。 

・施工者…未定の場合は「未定」と記入してください。 

裏 

・緑の保全に関する内容…保全される緑地がある場合、欄内に保

全の方針等を記入してください。 

・緑化の推進に関する内容…新設する緑地がある場合、欄内に植

栽計画のコンセプト等を記入してください。 

・緑化される土地等の緑の管理に関する内容… 

 緑化地等の維持管理について記入してください。 

 壁面緑化や屋上緑化等を行う場合には、灌水方法など管理につ

いての内容を記入してください。 

・管理者…申請時点で未定の場合は、「未定」と記入してくださ

い。 

・備考…環境影響評価対象事業の場合は、「環境影響評価対象事

業」と記入してください。 

 臨海部の事業で敷地外緑地を設置する場合は、「敷地外緑地対

象事業」と記入してください。 

 プレイロットを設置する場合はその面積を記入してください。 
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                         ＜緑化協議の手続きについて＞ 

Ⅰ 各種申請における留意事項 

 

イ 添付図書について 

添
付
図
書 

位置図 
縮尺 1/2500 程度の地図に開発区域等を赤色実線で表示して

ください。 

土地利用計画図 
縮尺 1/200～1/500 程度で開発区域等の位置を赤色実線で表

示してください。 

緑化地等計画平面図 

縮尺 1/100～1/200 程度で作成してください。 

①緑化地や植栽内容はすべて着色してください。 

②植栽内容（高木、中木、低木、地被類など）は、図面に位

置、数量、樹種名が分かるように表現してください。 

③凡例は、樹種名、規格、数量がわかるように表現してくだ

さい。なお、生け垣植栽や低木の密植を行う場合は、備考

にその密度を明示してください。 

④屋上緑化を行う場合は、階段やタラップ、維持管理に必要

な灌水施設（自動灌水施設、散水栓等）を明示してくださ

い。 

緑化地等求積図 

①図面の縮尺を記載してください。 

②図面の緑化地部分を緑色で着色してください。 

③求積方法は三斜求積または CAD 求積とします。 

三斜求積を行う場合は、図内・表に底辺・高さを記載し

てください。三斜求積の数値が読み取れない場合は、部

分拡大図を作成してください。 

④図内に各緑地の辺長を記載してください。 

⑤緑化地内に排水桝等の構造物が設置される場合には、緑化

地面積から控除してください。（CAD 求積可） 

⑥接道部緑化、生け垣植栽、大景木植栽、壁面緑化、屋上の

緑化、農地及び水辺については、計算式や図示など、わか

るように求積図に示してください。 

そ
の
他
必
要
な
書
類 

建築敷地面積求積図 
建築基準法施行令第２条第１項第１号に定めるところの面

積を求積してください。 

開発区域面積求積図 開発行為の場合必要となります。 

屋上緑化の構造図等 屋上緑化を行う場合は添付する必要があります。 

壁面緑化の構造図等 壁面緑化を行う場合は添付する必要があります。 

委任状 代理人を必要とする場合は添付してください。 

現況写真 
「保全される緑地」がある場合は添付してください。 

※緑化地等計画平面図に撮影位置を記載してください。 

その他 その他必要とする書類。 

 

ウ 備考 

（ア） 各種図面の縮尺については上記を目安に適宜作成してください。 

（イ） 数値は小数点第３位以下を切り捨てて、小数点以下２位まで表記してください。 

四捨五入は行わないでください。ただし、計画戸数は整数とし、緑化地内の構造物

面積は少数点以下第３位切り上げとしてください。 

（ウ） 建築敷地面積求積図と開発区域面積求積図は座標求積等でも可とします。 

（エ） Ｐ．４「緑化の制限がかかる事業における協議について」で定める事業に該当する

場合は、上記の資料とともに、緑化に制限がかかる区域等を図面に示してください。 

（オ） 緑化地等表示板を設置する場合は、設置位置を緑化地等計画平面図に記載してくだ

さい。記載内容の詳細については完了確認時に確認できるようにしてください。 
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                         ＜緑化協議の手続きについて＞ 

Ⅰ 各種申請における留意事項 

 

２ 変更協議について 

 

事前協議の内容から変更が生じた場合は、変更した内容を踏まえ、「開発事業等の計画に関する

変更協議書」を作成し、電子申請を行ってください。 

 

提出書類 

下記の項目の書類を作成し、電子申請にて提出してください。 

資料は変更後の内容の書類、または、変更が無い書類は事前協議の書類の写しを添付してく

ださい。 

１ 開発事業等の計画に関する変更協議書 

２ 位置図 

３ 土地利用計画図 

４ 緑化地等計画平面図 

５ 緑化地等求積図 

６ 建築敷地面積求積図 

７ 開発区域面積求積図 

８ 屋上緑化の構造図等 

９ 壁面緑化の構造図等 

１０ 委任状 

１１ 現況写真 

１２ その他必要とする写真 

 

変更協議が必要な主な内容 

 

・緑化地の位置、面積、形状の変更 

・多様な緑化手法の変更 

・樹木、地被類の種類、位置、数量の変更 

・事業区域面積の変更 

・建築敷地面積の変更 

・その他緑化に関係する変更 

 

 

※緑化に関係しない土地利用や建築施設の

変更の場合は、変更協議は不要です。 

※軽微な変更であっても、事前協議書の資

料の差し替えは行いません。左記の変更

内容に該当する場合は変更協議を行って

ください。 

 

※変更協議書と緑化事業完了確認申請書は同時に提出できません。必ず、完了確認申請を行

う前に変更協議を行ってください。 

 

３ 届出者等の変更について 

 

 届出者等の変更については、「届出者変更届出書」を提出してください。 

 事業名等の変更についても、同書式を使用してください。 

 総合調整条例で定める「対象事業者変更届」を総合調整条例所管課に提出した場合は、総合調

整条例所管課から緑化協議担当課に届いた写しをもって変更受付しますので、「届出者変更届出

書」の提出は不要です。 

 なお、届出者変更の際は、委任状も併せて提出してください。 
 

４ 協議の取下げにについて 

 
 事業の中止等により、協議を取下げる場合は、「協議取下届」を提出してください。 
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                         ＜緑化協議の手続きについて＞ 

Ⅰ 各種申請における留意事項 

 

５ 完了確認について 

 
植栽工事が完了した際は、速やかに完了確認の申請を行ってください。 
完了確認の種別は、（１）完了確認手続きフローのとおりです。 
現地での完了確認がある場合は、緑化協議担当課へ事前に日程調整をしてください。 

 

（１） 完了確認手続きフロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

完了確認は書面のみでの確認と書面・現地確認の２種類があります。ただし、書面確認 

のみでも植栽の状況が不明瞭な場合は現地確認を行う場合があります。 

   書面確認では、全景写真や高木写真等から、協議図書のとおり緑化地等が整備されている

か、確認を行います。 

   現地確認では、主に書面確認の内容を現地で確認します。そのため、スタッフ等の測定機

器で計測していただき担当職員が現地で確認を行います。 

 

（２） 提出書類 

 
  ア 完了確認申請書類 
    

「緑化事業完了確認申請書」及び添付書類をオンライン手続かわさき（e-KAWASAKI）
による電子申請にて提出してください。 

    
  イ 添付書類 
 

（ア） 全景写真 
（イ） キープラン（全景の撮影位置） 
（ウ） 高木の写真 
（エ） 大景木の写真 

 
（３） 写真撮影時の注意事項 

 
ア 全景写真 

・植栽内容（高木・中木・低木）が判別できる距離から撮影してください。 
・多様な緑化手法にて面積確保を行った場合は、接道部緑化の延長・幅員の計測写真、生

垣緑化の樹高計測写真、壁面緑化の補助資材の延長・高さの計測写真等、施工完了が確

認できる写真も添付してください。 

植栽完了 

緑化事業完了確認申請 
事業区域面積 

３０００㎡以上 

事業区域面積 
３０００㎡未満 

書面・現地確認 

書面での確認 

写真で植栽の状況が

不明瞭な場合は現地

確認を行うことがあ

ります。 

24



                         ＜緑化協議の手続きについて＞ 

Ⅰ 各種申請における留意事項 

 

・緑地の辺長の計測写真を２箇所程度撮影し、添付してください。接道部緑化にて面積確

保を行った場合は、対象緑地の延長・幅員の計測写真と兼ねることができます。 
・地上部・屋上緑化における芝張り、ポット苗等の地被類の植栽割合は全て覆われている

ことが望ましいですが、最低５割以上覆われているようにしてください。 
 セダム類など繁茂しにくい種類は５割ではなく、裸地が無いように密植してください。 

 
 
 
 
 
 
  

・地被類を植栽せず、低木のみで密植し緑化地とする場合は、裸地が無いようにしてくだ

さい。 
 ・地被類を播種・種子吹付で施工する際は、以下の写真を提出してください。 

施工前 種子の種類、必要数量が確認できるように、必要量全ての種子の袋を撮影 
（備考欄に種子の必要数量の算出式を記載。播種・吹き付けの際は必要面積に

対して１００％の播種・吹き付けが必要） 
施工中 種子の播き付けの作業状況が確認できるように撮影 
施工後 播き付けた種子の使用量が確認できるように、必要量全ての種子の空袋を撮影 

 
イ 高木写真 

・各樹種につき１本ずつ撮影してください。 
例：シラカシ３本の植栽であれば、そのうち１本を撮影 

・撮影内容は、樹高及び目通り周の測定状況となります。以下の点に注意してください。 
    樹高  スタッフ（箱尺）等により高さが確認できること。 
    目通周 地上より１．２ｍの高さで採寸し、メジャー等で測定したものを接写し、数値

が明確に判別できること。 
・ロッド（標尺）テープ等の数値が不明確なものは、再撮影となります。 
・植栽前に事業計画地での材料検査時等で測定・撮影がされている場合はその写真でも可

とします。 
 
  ウ 大景木写真 
   ・大景木植栽として緑化面積に算入した樹木は全て撮影してください。 

・撮影内容は、樹高、目通周、葉張の測定状況となります。以下の点に注意してください。  
    樹高  スタッフ（箱尺）等で測定が困難な場合は、逆目盛検測桿等で樹高を測定して、 

全景の撮影及び目盛部分の接写を提出すること。 
    目通周 高木写真と同様 
    葉張  スタッフ（箱尺）等により葉張りが確認できること。 

・写真で数値が確認できないものは、再撮影となります。（例：ロッド（標尺）テープを使

用した場合や、高さをメジャーで測定し、数値が確認できない場合 等） 
・植栽前に事業計画地での材料検査時等で測定・撮影がされている場合はその写真でも可

とします。 
 
 
 
 

裸地無し（イメージ） ５割植栽（イメージ） 
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                         ＜緑化協議の手続きについて＞ 

Ⅰ 各種申請における留意事項 

 

（４） 添付書類作成時の注意事項 

  
添付書類については以下のとおり作成してください。 

 
 ア キープラン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  イ 全景写真・高木写真・大景木写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シラカシ 
計画値 

樹高３．３ｍ  
実測値 

樹高３．５ｍ  

協議時の計画値と実測

値の数値を記載して 
ください。 
※標準規格未満は完成

を認めることはでき

ません。 

 
写真 

 
写真 

 
写真 

①  

②生垣  

③壁面緑化  

 
写真 

 
写真 

 
写真 

シラカシ  
計画値  
樹高 3.0ｍ  
実測値  
樹高 3.5ｍ  

シラカシ  
葉張り  
計画値  
2.8ｍ  
実測値  
2.9ｍ  

シラカシ  
目通り周  
計画値 0.18ｍ  
実測値  
(0.15+0.15)× 
0.7＝0.196 

生垣、壁面、屋上など多様な緑化手法を

用いて協議した場合は、その名称を記載

してください。 
※大景木は別途写真を撮るため、全景 

写真には不要です。 

写真を左側にして、キープラン

の撮影位置の番号を記載して

ください。 

樹木が株立の場合は、樹

種名の下に各幹の目通

周を記載し、0.7 掛けし

た合計を記載してくだ

さい。写真は一番細い幹

を撮影してください。 

樹種名を記載し

樹高、目通周、葉

張りは写真で確

認できる実測値

と計画値を記載

してください。 

① 

④ 

③ 

② 建物 

植栽地 植栽地 

緑化地等計画平面図に、 
撮影位置を記入してください。 

協議時の緑地の辺長の計画値

と実測値の数値を記載してく

ださい。 

辺長  
計画値：7.50m 
実測値：7.51m 

中木高さ  
計画値：1.50m 
実測値：1.50m 

計画値  
L5.0m×H4.0m 
実測値  
L5.0m×H4.0m 
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                         ＜緑化協議の手続きについて＞ 

Ⅰ 各種申請における留意事項 

 

（５） 完了確認後の流れ 

 
完了確認後、緑化協議担当課から完了確認済の書類を事業者へ通知することで手続きが完了

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 維持管理について 

 
緑化地の維持管理については事業者の責任により適切に管理するよう努めてください。また、

台風などの諸事情により樹木の伐採や緑化地の撤去を行う場合は可能な限り復元するよう努めて

ください。 
 
 
 
 

手続完了後は、新たに建築物を建設しない限り、再度緑化協議は行いません。 

確認完了 事業者へ工事完成確認済の通知 

手続き完了 

・ 

維持管理 
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